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技術情報第29巻第4号 '99年7月号 ！ 

石溜系ドライクリーニングにおける
ォソンの効果について〇 石油研究部会研究より

The effect of OZONE for petroleum dry cleaning No.3 

【1．試験の目的】

1999年3月号、 5月号で、「石油系ドライクリ ー ニングにおけるオゾンの効果について(1)、
(2)」を記載しました。 本絹では、 引き続き石池系ドライクリ ー ニングにおけるオゾンガスの

利用の可能性についての試験結果を「オゾンの効果についてパート3」として紹介します。

【2．現在までの試駿結果の概要】

パート1、 パー ト2の試験結果の概要を、 下記に示します。

石油系ドライクリ ー ニングにおけるオゾンの効果について、 パート1、 パー ト
2では下記項目につき調査を行った。

(1) 溶剤、 界面活性剤、 活性炭、 作業環境などへの影響（パー ト 1)

(2) 繊維、 染色への影響（パート 2)

(3) 汚れの凝集効果、 汚れの分解効果（パ ー ト2)
その結果、 オゾンの吹込み濃度・時間よっては、

(1) 界面活性剤の酸化分解

(2) 洗浄機内の酸素濃度上昇
(3) 室内へのオゾンガスの漏洩
(4) 汚れの凝集効果が認められる条件下では、 同時に洗剤も分解される

(5) 汚れ成分の分解効果が認められる条件下では、 同時に洗剤も分解される

などさまざまな問題が発生する可能性があり、 使用に際しては十分に注意する必
要のあることが分かった。

これらを防ぐためには、

・メ ー カ ー指示以外の条件では使用しないこと。（吹込み濃度、 時間）

・オゾンに分解されにくい洗剤（メ ー カ ー 指定のもの）を使用すること。

•静電気発生を防止するために、 洗剤濃度を適正に管理すること。
・作業中は室内換気を十分に行なうこと。

・室内は火気厳禁とし、 洗浄機の静電気対策を十分採ること。
以上の点に留意し使用することがオゾンの効果を引き出すためには重要と考えら

れる。

パート(1)、(2) の試験結果からは、 石油系ドライクリ ー ニングにおいて、
オゾンの効果を引き出すことは困難と思われる。
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本編パート (3) では、 以下の項目につき試験した結果を紹介します。

◇オゾンによる洗浄力の向上効果について

◇オゾンによる再汚染防止効果について

上記は 、 オゾンによる汚れの分解効果として、 効能の中に上げられています。

【3．試験装置】

l)オゾンガス発生装置

• 原料ガス： PSA02 ・風址： l e ／分

• 発生方式：無芹放電方式 ・ オゾン発生益： 2.5g 時間

・ 電極の構造：二重円筒型 ・ オゾンi農度： 45g m3 

•psA (PRESSURE SWING ADSORPTION) 吸着剤の加）王 、 減圧を繰返し 、 交互に吸着再

生を行う酸素富化器

2) オゾン処理試験装置概略図

オゾン濃度測定装置
（注入ガス濃度測定用）

オゾン濃度測定装置
（漏洩ガス濃度測定用）

オゾンガス発生装置

01し0

'0 

溶 剤 処理槽（ 1 Qメスシリンダ ー）

スタ ー ラ ー

図1 オゾン処理試験装置

3) 洗浄試験装置：ランドリ ー テスタ ー （昭和重機（樹製）
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【4試駿方法•条件】

1)試験ー1 ：洗浄カ・再汚染防止力試験

洗浄 に使用する溶剤へのオゾン吹込み量は、 パー ト（2) 「汚れの凝集試験結果」より、 オゾ
ンによる 凝集効果の現われる最低条件の濃度 5 g/m3 X20分間に設定しました。

(1) 溶 剤

n ー パラフィン系、 または従来型溶剤

※洗剤添加時に、 n ー パラフィン系で白濁する場合は、 従来型溶剤を使用しました。

(2) 洗 剤

市販カチオン系洗剤 6 種

(3) オゾン吹込み条件

オゾン処理装置を使用し、 スタ ー ラー で攪拌しつつ、 オゾンを下記条件で吹き込み ました。

①溶 剤 最：l e 

②洗 剤濃 度：各洗剤指定濃度

③吹 込 み 量： 1 し／分

④吹込み濃度： 5 g/m3

⑤吹込み時間：20分

(4) 試験布

①汚染布

(a) 水溶性汚染布 (b) 湿式汚染布（綿）

(c) カーボン汚染布（毛、 ポリエステル）

②白 布

(a) 毛 (b) ポリエステル (c) 綿

(5) 洗浄条件（ランドリ ーテスタ ー）

オゾン処理装置で、 オゾン処理した (3)溶剤を使用しました。

①容 器：500ml

②溶 剤量：100ml

③洗剤濃度：各洗剤の指定濃度

④洗浄温度：20℃

⑤洗浄時間：30分

⑥負 荷：スチー ルボー ル 20個

⑦試 験 布：汚染布各1枚 白布各1枚
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2) 試験ー2 ：繰返し洗浄試験

試験ー1の各種洗剤による試験結果より、 オゾンの影評を受け難いものについて 、 オゾン処

理を繰り返した場合の洗浄率．再汚染率の変化を調べました。

(1)溶 剤：従米型溶剤

(2) 洗 剤：市販洗剤A、 涙度 1%

(3)オゾン処理：試験ー1と同じ 、 毎回処理

(4)試験布：

①汚染布

(a)湿式汚染布 (b)カ ー ボン汚染布（毛 、 ポリエステル）

②白 布

(a)毛 （b)ポリエステル (c)綿

(5)洗浄条件：試験ー1と同じ

試験布：汚染布各1枚、 白布各1枚

(6)洗浄液の処理法

油過：市販カ ー トリッジフィルタ ー 用ろ紙を使用。
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【5.試験結果・考察】

1) 試験ー1

市販洗剤 6 種類のオゾン処理における洗浄率 、 再汚染率の変化を下記表 1 ~ 4 に示しました。

表1 水溶性汚染布の洗浄率、 再汚染率

市 販 オゾン 洗浄率 再 汚 染 率（％）

洗 剤 処 理 （％） 毛 ポリエステル 綿

なし 5.9 5.6 5.4 6.7 

あり 7.1 6.0 5.2 6.4 

なし 4.3 2.4 4.3 3.5 
B 

あり 6.1 2.1 3.6 4.6 

なし 6.8 4.8 7.1 3.1 
C 

あり -0.2△ 10.1△ 17.5△ 3.4 

なし . 8.7 6.8 5.9 5.0 
D 

あり 4.3 15.1△ 12.8△ 6.4 

なし 7.3 6.8 7.7 5.8 
E 

あり 4.8 6.4 9.0 6.2 

F 
なし 5.9 7.9 8.2 4.6 

あり -1.8△ 16.7△ 16.2△ 7.5 

表2 湿式人工汚染布の洗浄率、 再汚染率

オゾン 洗浄率 再 汚 染 率（％）
洗 剤

処 理 （％） 毛 ポリエステル 綿

A 
なし 45.7 7.0 9.3 4.2 

あり 44.2 7.8 9.2 6.0 

B 
なし 41.6 2.1 4.1 2.3 
あり 28.4△ 2.0 4.3 2.8 

C 
なし 31.3 7.4 9.8 2.7 

あり -6.4△ 23.6△ 34.2△ 4.9 

D 
なし 48.3 8.2 6.9 3.0 
あり -13.3△ 20.8△ 18.5△ 5.7 

なし 44.4 7.2 10.5 5.0 
E 

あり 44.7 7.0 12.4 4.7 

F 
なし 36.3 8.3 9.3 5.8 

あり 4.5△ 14.1△ 17.9△ 8.8 
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表3 カ ー ボン汚染布（毛）の洗浄率 、 再汚染率

オゾン 洗浄率 再 汚 染 率（％）
洗 剤

処 理 （％） 綿毛 ポリエステル

なし 49.9 10.0 15.5 8.6 

あり 14.0 8.9 51.1 10.0 

なし 52.6 3.9 6.5 5.3 

あり 3.0 6. 4 6. 4 51.8 

なし 53.8 8.4 12.7 4.7 

あり 24.8△ 44.8△ 8.5 18.8△ 

なし 51.0 11.8 10.6 5.7 

あり 0.5△ 30.0△ 25.1△ 10.6 

なし 46.7 14.5 24.8 9.4 

あり 12.1 27.7 10.8 50.1 

なし 56.3 13.4 18.3 8.4 
F 

あり 34.7△ 38.1△ 12.6 23.7△ 

表4 カ ー ボン汚染布（ポリエステル）の洗浄率 、 再汚染率

オゾン 洗浄率 再 汚 染 率（％）
洗 剤

処 理 （％） 毛 ポリエステル 綿

なし 34.4 11.8 13.6 9.9 

あり 12.5 13.5 10.6 33.7 

なし 38.5 3.1 5.0 5.0 

あり 36.1 2.2 4.5 4.2 

C 
なし 34.1 6.6 9.6 3.3 

あり -10.8△ 18.4△ 30.6△ 5.9 

なし 33.8 10.3 10.0 5.0 

あり 23.9△ 20.0△ 10.5 -0.4△ 

なし 24.2 10.4 15.2 7.8 
E 

あり 15.3△ 10.4 20.8 7.9 

なし 34.6 12.0 1 5. 4 7.9 
F 

あり 22.8△ 24.9△ 0.0△ 11.5 

＊洗浄率は数値が大きいほど洗浄力が高いことを示す。

＊再汚染率は数値が低いほど再汚染が少ないことを示す。

＊△は箸しい洗浄力の低下または再汚染の増加が認められるものを示す。
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市販洗剤6種について、 オゾン処理の有無での洗浄率、 再汚染率の変化を調べた結果、 洗剤

の種類によりオゾンの影孵を受け易いものと、 受け難いものがあり 、 洗剤C 、 D 、 Eはオゾンに

より著しい影郭を受け 、 洗浄率の著しい低下 、 および再汚染率の著しい上昇が見られました。

これは、 オゾンにより洗剤が分解され、 洗剤としての機能を失ったためと思われます。

オゾンを使用する場合は、 オゾンに影靭（分解）され難い洗剤を使用しないと、 全く効果は

出せず 、 逆効果になることを示唆しています。

市販洗剤6種の中で 、 オゾンの影聘がなかったのは洗剤Aですが 、 洗浄率 、 再汚染率は 、 オ

ゾン処理の有無に係らず殆ど変わらない結果でした。

2) 試験ー2 繰返し洗浄試験結果

試験ー 1 の結果で、 市販洗剤Aがオゾンの影評を受け難いことから 、 市販洗剤Aを使用し、 洗

浄とオゾン処理の繰返しによる洗浄率 、 再·汚染率の変化を調べました。 その結果を表5 、 6に

示しました。

表5 各汚染布の繰り返し洗浄による洗浄率の変化

こ
カーボン布 湿式汚染布

毛 ポリエステル 綿

なし あり なし あり なし あり

1 回目 46.0 52.5 26.8 34.9 46.2 43.2 

2 回目 43.9 42.2 24.5 30.0 38.0 38.2 

3 回目 46.2 50 .4 24.1 24.1 42.6 52.5 

4 回目 45.6 -5.2 23.8 -4 6. 1 40.3 -55.7 

表6 各白布の繰返し洗浄による再汚染率の変化

こ
t ポリエステル 綿

なし あり なし あり なし あり

1 |III且 6.6 6.3 8.5 9.7 5.3 6.7 

2 回日 7.9 6.9 12.6 15.4 7.5 7.9 

3 回II 7.7 44.8 14.0 59.4 7.7 6.9 

4 lul l=I 6.7 40.6 12.9 40.7 9.1 3.9 

＊数値が大きいほど洗浄力が高いことを示す。

＊数値が小さいほど再汚染が少ないことを示す。
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試験結果より、 オゾン処理の繰り返し3回目から毛、 ポリエステルに著しい再汚 染が生じ 、

4回目ではいずれの汚染布も洗浄率が著しく低下しました。

オゾンの影評を受け難い洗剤Aも、 オゾン処理の繰返しで影評を受け、 洗剤として の機能を

失ったためと思われます。 洗浄率がマイナスになって いるのは、 洗剤分解物の汚染布への付着·

（吸着）によるものと思われる。

また、 それ以前の 1 、 2 回目でオゾン処理の有無による洗浄率、 再汚染率を比較して も差は

認められません。 本試験結果からは、 オゾンの効果を確認することはできず、 逆に洗浄力の低

下、 再汚染の増加を招く可能性のあることを示唆して います。

綿 に対する再汚染だけはオゾン処理を行って も増加せず、 4回目では逆に低下する傾向が見

られます。 これは、 汚れと繊維との親和性および、 洗浄率の低下により溶剤中の汚 れの批が減

少したためと考えられます。

【6.まとめ】

石油系ドライクリーニングにおけるオゾンの効呆パ ー ト 1 、 2 、 3 の結果から、 次のような

ことが分りました。

1) 溶剤中の汚れや洗剤とオゾンとの反応性によって は、 大気中にオゾンが漏洩する場合があ

る。

2)ドライ機内酸素浪度が上昇することにより危険性が増大する可能性がある。

3)洗剤に対して はオゾンの注入条件により組成変化 （分解） を生ずるが、 注入濃度を低くし、

時間を短くすることで影評を抑えることができる。 ただし、 その条件下では何らかの効果

を発揮させることは難しい。

4)汚れの凝集効果は認められるが、 効果の出る条件では洗剤への影孵が生ずる。

5)汚れの分解効果は認められるが、 効果の出る条件では洗剤への影郭が生ずる。

6) 洗剤の種類によって オゾンによる影聘の程度は異なる。 影評を受けやすい洗剤を使用した

場合には著しい洗浄力 、 再汚染防止力の低下が生じ る。 影翠限を受け難い洗剤でも繰り返し

オゾン処理を行うと、 同様な影聘が生じる。

7)影評を受けにくい洗剤を使用して も、 洗浄力 、 再汚染防止力の改善 、 向上は認められない。

何れの試験でも、 石湘系ドライクリ ー ニングにおいて 、 オゾンを使用することの有効性は認

められませんでした。 オゾンの効果を引き出すためには、 汚れの凝集 、 分解等の効果と洗剤に

対する影孵の抑制を両立できる使用条件を設定することが必要ですが、 試験条件が菅理された

本調査において も、 その条件を見つけることはできませでした。 実際の洗浄工程では溶剤の状

態が常に変化して いて 、 これを実現することは更に困難と思われ、 効果は期待できないと思わ

れます。 （効果を期待する余りオゾン濃度を高く、 時間を長くすることは、 逆効果の影孵が大き

く絶対に行って はいけません）。

オゾンの活用法として は、 微凪で殺歯、 消臭効果が高いことから、 衣類の殺歯、 消臭を目的

に、 洗剤などに影靱のない浪度、 時間で使用するのがベタ ー ではないかと考えられます。

オゾン装置を導入する際は、 オゾンのメリッ トとデメリット 、 使用条件などの説明をメ ー カ
ー より十分に聞くとともに、 それを十分に理解した上で適正にご使用下さい。
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シ ル ク ブ ラ ウ ス な ど の風合い 向上 に つ い て

先 日 、 消 費 者 セ ン タ ー の相談員 の方か ら 、 こ の よ う な 苦 情 の 相談 を 受 け ま し た 。 そ の 内 容 は

次の通 り です。

消 毀者の方か ら の 相 談 だ そ う です が、 タ イ 製の シ ル ク の婦人物 ブ ラ ウ ス を ク リ ー ニ ン グ に 出

し た と こ ろ （石油系 ド ラ イ 処理） 、 仕上っ て き た 品 物 は ゴ ワ ゴ ワ と し て着 ら れ る 状態 で は な か っ

た ・ ・ · • そ う です。

ク リ ー ニ ン グ店 に 申 し 出 た と こ ろ 、 再洗い し て ア イ ロ ン を 掛 け て 戻 し て き ま し た が、 相変わ

ら ず ゴ ワ ゴ ワ し て い た そ う です。

相談員の方 の経験で も 、 ク リ ー ニ ン グ に 出 し た ら 、
ゴ ワ ゴ ワ し て い た の で ク リ ー ニ ン グ店 に

申 し 出 た と こ ろ 、 柔 ら か く 仕上 げて く れ た こ と があ っ た そ う です。 私が依頼 し た ク リ ー ニ ン グ

店 と 今回 の 消 骰者か ら の話 に よ る ク リ ー ニ ン グ店 と は どの よ う に違 う の で し ょ う か ？

こ れ は 、 消費者セ ン タ ー の 相 談 員 の 方 か ら の 話です か ら 、 そ の ク リ ー ニ ン グ店 に処理方法 を

伝 え る 訳に も 行 き ま せ ん で し た 。 既 に 、 対応 し て い る ク リ ー ニ ン グ業者の 方 も お ら れ る で し ょ

う が、 こ の よ う な場合に使用 す る 風合い向上剤 の 使 い 方 を ご紹 介致 し ま し ょ う 。

1 ． シル ク ブ ラ ウ ス の柔軟加工試験

(1) 試験衣料

シ ル ク 1 00％ ブ ラ ウ ス

(2) 柔軟処埋液

ブ ラ ウ ス を 漬 込 む大 き さ の ポ リ 容器 に 水

を 入 れ 、 こ れ に 対 し て0.5~ 1 ％の風合い

向上剤 （業務 用 カ チ オ ン 系 シ リ コ ン 剤 ）

を 入れ撹拌す る 。

(3) 柔軟加工試験

予 め ウ エ ッ ト 処理後の ブ ラ ウ ス を 畳 ん で

か ら 処理剤 の 入 っ た 容 器 に 3 ~ 5 分 間 静

止潰込 、 脱水 を30秒～ 1 分掛け る 。

(4) 陰干 し で 自 然乾燥す る 。

結果） 柔軟加工 を し た ブ ラ ウ ス は 未処理 品 に

比べ光沢が 出 て 、 ゴ ワ ゴ ワ 感がな く な

り 柔 ら か さ も 出 て く る 。

□三l

声
I

処理剤 （合成糊も用意）

柔軟加工処理 （登んだ状態で洒込む）

，

 



技術情報 第29咎第4号 '99年7月 号 シ ル ク ブラ ウ ス な どの風合い向上について • Techn ical Report 

・コ ノ

／ 

/>

l
\

 

_
A
 

／ 

¢1
 

陰干しで自然乾燥する 加工 したブラウスは光沢、 柔軟性が出る

2． シ ル ク の ブ ラ ウ ス等の洗い方

洗い方 ； ぬるま湯 に 中性洗剤を溶か し て 、 プ ラ ウ スを手洗いする。 （振 り 洗い程度で 、 なるべ

く機械力は掛けない。 ）

リ ン ス ； ソ フ タ ー ： 風合い向上剤 ＝ 1 : 2 の 3 ％位の水浴液に 3 ~ 5 分静止樅込み 、 プ ラ ウ

ス に リ ンス剤をな じませる。 （傷 むことも斑 に なる こ ともない。 なお、 若干張 り を持

たせる時は糊剤も併用 するとよい。 ）

絞 り ； 家庭洗濯機の脱水機で30秒位軽 く 絞る。

乾 燥 ； 陰干 しで自 然乾燥する。

〈注意〉 ・ イ オン性の異なった加工剤と混合すると分離をおこす場合があるので 、 同 じ イ オ

ン性の加工剤を使用すること。

・ 分離 し ないことを確認 し てから使用すること。

【風合い 向上剤の例］

• MZ -14 

ー
〔 シ リ コ ン 配合高級仕上剤〕

（恥 ミ ズ ホ ケ ミ カ ル

(30倍濃縮 タ イ プ）
横浜市都筑区池辺 IIIT3473
TEL.045-935-1232 

・ 風雅

2 1 ス ム ー ズ ケ ア

3 1 
TK シ リ コ ン TS-102 

〔ウエットクリーニン グ用柔軟剤〕

ラ イ オン尚事卸
東京都墨田 区横綱 1-2-26
TEL.03-3621-6915 

高松油脂（梱 ・ 東京営業所
東京都千代 田 区 神 田西福田町4-3
TEL.03-3251-7 451 

il:. ) こ れ ら の風合い向上剤は 、 綿 、 麻、 ウ ー ル 、 シ ル ク な どの ウ エ ッ ト ク リ ー ニ ン
グ後のti：上げに下記の よ う な 効 果 を ぷ す。
・ 衣 料 を や わ ら か く 保つ。 ・ 色物の 色 を 浪 ＜ ｛I: じげる 。 ・ 衣類のぬめ り 感 と 光沢

を 出 す。 ・ 防 シ ワ 効果があ る 。

〔協力 ： 全 日 本 み け し 洗研精会〕
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News •素材紹介 「テ ク ノ フ ァ イ ン」 「アプテ ィ 」 旭化成（樹 技術梢報 第29巻第4サ '99年7月号

（ 素 材 紹 介 ：

テクノファイン

（ ー旭化成 （株） のポリエステル異型断面糸ー ：

こ れか ら 柑 い 日 が続 き 、 汗 を か く 機会が多 く な っ て く る 中 、 各素材 メ ー カ ー が相次 い で快適

素材 を 発表 し て い る の が新聞 の記事等で 目 立 ち ま す。

今 回 は 、 旭化成工業株式会社が開 発 し た 吸汗性 ・ 速乾性 に 優 れ た ポ リ エ ス テ ル 異 型 断 而 糸 、

「テ ク ノ フ ァ イ ン 」 を 紹介 し ま す。

〇 特 徴

(1) 「 テ ク ノ フ ァ イ ン 」 は 単 糸 形状が特殊 なW型

断而のエ ス テ ル 糸 で 、 毛細管現 象 に よ り 吸水

性 に 優 れ 、 素早 く 水 分 を 拡散す る 速乾性 の 高

い 繊維。

ま た 、 ぬ れ 戻 り 性＊が少 な く 、 べ た つ き に

く く 、 多 址 の 汗 を 吸 っ て も ウ ェ ア 内 は ド ラ イ

に 保つ こ と がで き る 。

(2) 糸 形状か ら 適 度 な ハ リ コ シ と さ わ や か で ソ

フ ト な風合い を 表現で き る 。

(3) 糸 形状の特徴 と 従来 の 特 殊 ニ ッ ト 構造 を 組

み 合 わ せ る こ と で一層快適な 着心地 を 生 み 出

す こ と がで き る 。

「 テ ク ノ フ ァ イ ン 」 断面図

テ ク ノ フ ァ イ ン レギュラーポリ エステル

r
(•

 

．
．

 

·

 
レ ギ ュ ラ ー ポ リ エ ス テ ル に 比べ 、 水 分 を 細 か

く 多 く 取 り 込み 、 吸汗 ・ 速乾性に優 れ る 。

・ 川 途

ス ポ ー ツ 衣料 （ ト レ ー ニ ン グ ウ ェ ア 、 ゲー ム ウ ェ ア 、 ス ウ ェ ッ ト 等） 全般 に 展 開 、 ラ ン ジ ェ

リ ー 、 フ ァ ン デー シ ョ ン を 中 心 に販売。

1 1 



技術情報 第29巻 第4 サ '99年7月号 「テ ク ノ フ ァ イ ン」 「アプテ ィ 」 旭化成（樹 素材紹介 • News

| 「テクノ フ ァ イ ン」 を使用 した裏地用生地 I

APT¥4S 
（ ア プテ ィ ）

APTY-Sはテ ク ノ フ ァ イ ンを使用 し ていることより 、 以下のよ う な特徴を持つ裏地用の生地

です。

■吸水性 ・ 速乾性に優れています。

■糸の芯部に特殊な制電成分を配置 し た鞘芯構造塑のポリエステル制電糸 （ ニ ュ ー パス） を使

用 しているため、 静電気が起こり に くい。 また 、 洗濯を繰り返 し ても性能は変わりません。

■イl|]縮性があるため着用 時の圧迫感を軽減 、 縫い目 にかかる負担を軽減 し ており 、 維い 目 の

滑脱はほとん ど起 こ りません。

《生地サ ン プ ル》

タ テ／ ヨ コ 1 00％テ ク ノ フ ァ イ ン生地 タ テ ： ポ リ エ ス テ ル制電糸

（ ス ポ ー ツ 用 ） ョ コ ： テ ク ノ フ ァ イ ン （交織坂地）

テ ク ノ フ ァ イ ン ア プテ ィ

＊ ぬ れ戻り性 ： 一度吸収 し た汗はす ぐ に 蒸発 さ せ 、 再び皮府 に 戻すのを防 ぐ性質。 この性質の

ため、 べとつかず、 さ らっ と し たll)し触りとなる。

（資料提供） 旭化成工業株式会社 ラ イ ニ ン グ研究所
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繊研新聞 6月 l l 日
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繊研新聞 6月 1 1 日
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こ
の
秋
冬
の
東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
多
かっ
た
の
が、
欧

米
で
は
目
立
た
な
か
っ
た
プ
リ
ー
ツ
の
ス
カ
ー
ト
や
ド
レ

ス。
昨
年
秋
の
ト
レ
ン
ド
だ
っ
た
が、
若
々
し
さ
や
ボ
リュ

ー
ム
を
出
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
も
た
く
さ
ん

出
た。
な
か
で
も
大
人
向
け
プ
ラ
ン
ド
で
目
立っ
た
の
は、

布
を
折っ
て
プ
レ
ス
し
た
だ
け
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン・
プ
リ

ー
ツ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン。
シ
ン
プ
ル
な
ス
ー
ツ
や
タ
イ
ト

ス
カ
ー
ト
に、
今
年
ら
し
い
硬
い
質
感
や
軽
い
ボ
リュ
ー
ム

を
加
え
て
い
る。
放
射
状
に
広
が
る
サ
ン
バ
ー
ス
ト
型
や、

ひ
だ
山
に
刺
し
ゅ
う
や
箔
（
は
く）
を
施
し
た
プ
リ
ー
ツ
な

ど
の
変
化
球
も
出
て
い
る。

（
高
橋
牧
子）

蛇
腹
型
に
布
を
折
っ
た
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
プ
リ
ー
ツ。
プ
リ

ー
ツ
の
輻
や
角
度、
後
加
工
は

い
ろ
い
ろ
だ。
な
か
で
も、
い

っ
た
ん
折っ
た
布
を
広
げ
て、

折
り
山
の
跡
を
残
し
た
だ
け
の

プ
リ
ー
ツ
が
新
鮮。
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
ス
ー
ツ
や
タ
イ
ト
ス
カ
ー

ト
に
大
人
っ
ぼ
い
グ
レ
ー
ド
感

を
与
え
て
い
る。

キ
ョ
ウ
イ
チ・
フ
ジ
タ
の
プ

リ
ー
ツ
は、
放
射
状
に
折
り
昼

職人泣かせの技 も の う け る

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
が
る
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ん
だ
プ
リ
ー
ツ
の
片
面
の
ひ
だ

山
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
オ
ー

ロ
ラ
色
の
箔
を
の
せ
た
も
の。

微
妙
な
手
作
業
が
必
要
な
「
職

人
泣
か
せ
の
プ
リ
ー
ツ」
だ
と

か。
地
味
に
な
り
が
ち
な
グ
レ

ー
無
地
の
ウ
ー
ル・
テ
ト
ロ
ン

の
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
ス
ー
ツ

が、
箔
つ
き
プ
リ
ー
ツ
で
ぐっ

と
新
し
く
見
え
る。
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
四
万
七
千
円、
ス
カ
ー
ト
三

万
円．
サ
キ
ソ
ニ
ー
ウ
ー
ル
の

ド
レ
ス
四
万
九
千
円．

ジ
ュ
ン
コ・
シ
マ
ダ
も
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
プ
リ
ー
ツ
に
力
を

入
れ、
ツ
ィ
ー
ド
か
ら
ラ
ム
レ

ザ
ー
に
ま
で
折
り
目
を
つ
け

tc。
「
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

に
立
体的
な
眼
い
ボ
リュ
ー
ム

感
が
欲
し
か
っ
た」
と
い
う。

浅
い
折
り
自
の
タ
イ
ト
ス
カ
ー

ト
（
ウ
ー
ル・
ツ
ィ
ー
ド、
三

万
三
千
円）
や、
ラ
ン
ダ
ム
プ

リ
ー
ツ
の
ド
レ
ス
（
ウ
ー
ル・

エ
タ
ー
ミ
ン、
十一
万
円）
、

前
後
の
両
わ
き
に
タ
ッ
ク
の
よ

う
な
折
り
山
を
つ
け
て
ボ
ッ
ク

ス
型
に
か
た
ど
っ
た
ス
カ
ー
ト

（
フ
ラ
ノ、
二
万
二
千
円）
。

か
す
か
に
浮
き
出
た
プ
リ
ー
ツ

を
強
調
す
る
た
め、
ひ
だ
山
に

ス
テ
ッ
チ
刺
し
ゅ
う
を
施
し
た

ス
ー
ツ
（
ウ
ー
ル・
レ
ー
ヨ
ン

・
サ
ー
ジ、
ト
ッ
プ
ス
ニ
万
三

千
円、
ス
カ
ー
ト
ニ
万
九
千

円）
も。

「
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の

に、
軽
く
見
え
る
ス
タ
イ
ル」

が
テ
ー
マ
の
ヒ
ロ
ミ
チ・
ナ
カ

ノ
は、
浅
い
折
り
目
の
プ
リ
ー

ッ
ス
カ
ー
ト
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

と
ナ
イ
ロ
ン
の
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ、
四
万
三
千
円）
や、
ラ
ビ

ッ
ト
の
も
こ
も
こ
ファ
ー
と
透

け
る
シ
フ
ォ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
ひ
ざ
丈
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト

（
九
万
八
千
円）
。
ツ
モ
リ・

チ
サ
ト
も
ノ
ー
ス
リ
ー
プ
ト
ッ

プ
ス
や
ス
カ
ー
ト
に
プ
リ
ー
ツ

が
目
立っ
た。

プ
リ
ー
ツ
加
工
の
井
上
プ
リ

ー
ツ
は
「
ヤ
ン
グ
か
ら
大
人
へ

と
プ
リ
ー
ツ
人
気
が
移っ
て
き

た。
ひ
だ
山
が
途
中
で
消
え
た

り、
大
小
の
ひ
だ
が
連
続
し
て

交
じ
っ
た
り
す
る
プ
リ
ー
ツ
な

ど、
変
化
を
つ
け
た
崩
品
の
注

文
が
増
え
て
い
る」
と
い
う。
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News • 会 員 の 皆 様 へ

碑
次の 方 々 が新 た に技術部会 に 入 会 さ れ ま し た。

|” 氏 名 I 店 名 I 〒 1 県 名 I 住 所 I 電話番号 I

〔正会員〕

門 脇 芳 哨 か ど わ き ク リ ー ニ ン グ 986-0802 宮 城 石巻市水明南1-6-27 0225(95)1346 

高 橋 洋 高 桃 ク リ ー ニ ン グ 359-1153 埼 玉 所沢市上 山 口 1 2-2 04 2(922)3521 

高 棉 順 一 侑） 橋 商 事 ク リ ーニ ン グママ 272-0826 千 葉 市川 市真間2-8-8 047(322)6 1 1 1  

青 山 悔 道 ク リ ー ニ ン グ あ お や ま 871-0155 大 分 中津市大字大悟法737-95 0979(32) 1855 

FIGARO 
一匿冒‘『---

DRY CHECKER 
●臣口：400g （乾窃池装召時）
●寸法：258X78X34mm

． 
① 乾電池方式 （単3乾電池6本使用）
②充電方式 （充篭池、 充電器：別売り 1 0,000円）
③直接電源方式 （専用ACアダプタ：別売り 2,000円）

■定 価 25,000円 … • 下記全ク連宛にお問い合わせ下さい。

■組合目価格 22,000 円 . . . . • 名都道府県組合にお申し込み下さい。

●販 売 全国クリ ーニング環境衛生同業組合連合会
〒 1 60-00 1 1 東京都新宿区若葉 1 -5 全国クリーニング会館

電話 03 (5362) 720 1 （代表）

●製造元 戸可©彦庭入辰忌© フィガ□技研株式会社
本 社 〒562-8505 大阪府箕面市船場1 -5- 1 l 

篭話 0727(28) 2560
東京事務所 〒 1 05-0003 港区西新橋 1 - 1 - 1 5 物産ビル別館5F

咆話 03 (3503)5665
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1999年 7 月 1 0 日 発行

無断転載、 複製を禁 じ ま す。

技術部会の加入申 し込み、 事務は全ク連へ。
技術情報内容に関 す る 問い合 わ せ は ク リ ー
ニ ン グ綜合研究所で受け付 け てお り ま す。

発 行 全国 ク リ ーニ ン グ環境衛生同業組合連合会
ク リ ー ニ ング技術部会
〒 1 60-001 1 東京都新宿区若葉1 丁目5番地

全国 ク リ ー ニ ン グ会館
TEL 03-5362-7201 ({t) FAX 03-5362-7207 

編 集 ク リ ー ニ ング綜合研究所
〒 1 60-0011 東京都新宿区若葉1 丁目5番地

全国 ク リ ー ニ ン グ会館
TEL 03-5362-7361 FAX 03-5362-7207 

代表者 村瀬 紐一
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